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第 1章緒言

近年、子どもの体力は長期的に低下傾向にある。文部科学省が昭和 39年より行って

いる『体力・運動能力調査』によると、昭和 60年ごろに比べ、子どもの走る力、投げ

る力などは依然として低い値となっている 22)。子どもの体力・運動能力は身体活動量と

明らかに関連しており、 1週間の総運動時聞が 60分に満たない児童の体力は、 60分以

上の児童に比べてすべての種目で低い結果となった 22)。中央教育審議会 6)は、「科学技

術の進展、経済の発展で、生活が便利になったり 生活様式が変化するなど、子どもた

ちの生活全体が、歩いたり、外で遊んだりするなどの日常的な身体運動が減少する方向

に変化したJと指摘しており、子どもの体力低下には、社会環境の変化に伴う身体活動

量の減少が関係していることは明らかである。一方、子どもの体力は昔と比べ低下して

いるが、運動実施頻度の高い群は低い群に比べて低下の度合いが小さい傾向を示してい

る21)ことから、体力向上のためだけでなく、体力低下を防ぐためにも運動習慣の獲得が

必要で、ある。

生活習慣と体力の関係については、朝食を毎日食べる児童は欠食がある児童に比べて、

1日の睡眠時間が 8時間以上の児童は 8時間未満の児童に比べて、体力合計点が高かっ

たことが文部科学省の研究により報告されている 23)。子どもの体力低下の背景には夜

型の生活や食生活等の生活習慣の乱れがある ωことも指摘されており、 21時前に就寝

し、十分な睡眠時聞が確保されている幼児ほど身体活動量が多い 18)ことや、朝食を毎日

食べる児童は欠食がある児童に比べて 1週間の総運動時聞が長い 23)ことが報告される

など、生活習慣と運動習慣の関係についても焦点が当てられている。しかし、これらの

研究は、生活習慣の一部に目を向け、運動習慣との関係、を検討したものが多く、複数の

生活習慣と運動習慣の関係を検討した研究は十分に行われていなし、。

また、子どもの生活習慣は年代によって異なることがわかっている。日本小児協会 38)

は、昼寝をする幼児の割合が、年齢が上がるにつれて減少すると報告しており、別の報

告では、平日 24時以降に就寝する児童の割合は、学年が上がるにつれて増加している

20)。さらに、 1日の授業時数等は学年によって異なり、幼児と児童では帰宅時刻等も異

なる。よって、生活習慣と運動習慣の関係について、各年代で検討する必要があると考

えた。

さらに、中央教育審議会 6)は、子どもの体力低下の最大の原因は人々の意識にあると

指摘し、子どもの体力の重要性について保護者をはじめとした国民全体が正しい認識を

2 



持つよう、意識の喚起を求めている。保護者の意識が子どもの運動習慣と関係している

ことは、これまでの研究においても報告されており、母親自身がスポーツ活動を好む方

が子どものスポーツ活動率が高くなることがわかっている 2)。加えて、保護者の身体活

動量は子どもの身体活動量と関係することが報告されており 10)、成人期以前の運動経

験は運動好意度を介して成人後の運動習慣に影響する 37)との報告もある。よって、保護

者の過去および現在の運動習慣も子どもの運動習慣に影響すると考えた。

以上のことから、幼児から児童の幅広い年齢を対象とし、複数の生活習慣と保護者の

過去および現在の運動習慣から、子どもの運動習慣に関係する因子を明らかにすること

は、運動習慣の獲得のための年代に応じた適切な介入の一助となることが期待できる。
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第 2章関連文献の考証

本章では、第 1節で子どもの運動習慣について、第 2節で子どもの生活習慣と運動習

慣の関係について、第 3節で保護者の運動習慣と子どもの運動習慣の関係について考証

する。

第 1節 子どもの運動習慣について

中央教育審議会 6)は、昭和 60年ごろを境に子どもの走る力、投げる力、握力等の体

力・運動能力は全年代において低下の一途をたどっていると報告している。また、

Nishijimaら 31)は、 17歳を対象とした研究において、身長は経年的に増加しており、

1964年から 1997年の 34年の聞に女子は 3.3cm、男子は 4.5cm増加していたにも関わ

らず、新体力テストの総合点が、女子は 1978年、男子は 1980年をピークに年々低下

の一途をたどっていると報告している。身長が増加しているにも関わらず、それに伴い

向上するであろう体力が低下していることは深刻な問題である。

体力の向上には身体活動量の獲得が不可欠であることは周知の事実である。平成 24

年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査報告書 22)によると、 1週間の総運動時聞が 60

分に満たない児童は、 60分以上の児童に比べて、走る力、投げる力等すべての体力テ

スト種目で得点が低く、握力、長座体前屈以外では特に大きな差がみられた。さらに、

2005年度の 11歳児における調査では、 50m走およびソフトボール投げは、運動の実

施頻度に関わらず 20年前と比べ低下しているが、週 3日以上運動する群は、運動実施

頻度の低い群より低下の度合いが小さい傾向を示している 21)ことが報告されている。

以上のことから、体力向上のみならず、体力低下を防ぐためにも、運動習慣の獲得は不

可欠である。

子どもにとっての運動は、体力以外にも様々な効果をもたらすことが報告されている。

Borer4)は、骨を太くするために生涯を通じて身体活動の刺激を加えるべきであると説

き、 Gunterら 12)は、学童期初期における高強度の跳躍運動は、 7ヶ月としづ短期間で

あっても成人初期まで骨塩量を高水準に維持できる可能性を示すなど、運動が骨の強化

に重要な役割を果たすことを明らかにしている。また、 Fieldら11)や Coeら7)はそれぞ

れ 17歳、 12歳児を対象に研究を行い、普段よく運動している児童・生徒は学業成績が

良いとの報告をしており、加えて Castelliら5)の研究では アメリカ・イリノイ州の児

童について、 20mシャトルランの回数と読解力および算数の得点との聞に正の相闘が
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あったことから、運動の学力への効果も期待できる。さらに、杉原ら 35)は、全国の幼稚

園児および保育園児を対象とした研究において、運動能力検査の結果を項目ごとに 5段

階の標準得点に変換し、合計点を比較した。合計点が高い、つまり運動能力の高い幼児

は、積極的、粘り強い、好奇心旺盛、一緒に遊ぶ友達の数が多い、友達関係が良好、社

交的、リーダー的、引っ込み思案で、ない、神経質で、ない、感情的でない、心配性でない、

わがままでないという傾向がみられたことを報告している。運動あそびにおける有能感

の高い幼児は、低い幼児に比べて日常の行動において自信に満ち、積極的に取り組む ω

との報告もあり、運動の効果は心理特性にも及ぶ。

以上より、子どもにとっての運動は、体力の向上にとどまらず骨の強化や学力、心の

発達にも有効で、あり、心身の健全な発達につながる。体力の低下が進む日本の子どもに

おいては、体力の低下を食い止めることが緊急の課題であり、運動習慣の獲得が必要で、

ある。

第 2節 子どもの生活習慣と運動習J慣の関係について

生活習慣と体力の関係については、文部科学省等によって報告がされている。朝食に

ついて、毎日食べる児童は欠食がある児童に比べて体力合計点が高値を示し、また、睡

眠について、 1日の睡眠時聞が 8時間以上の児童は 8時間未満の児童に比べて体力合計

点が高い結果であった 23)。三村ら 19)は、大阪府内のある小学校に通う児童を対象に、

体力・運動能力テストおよび睡眠に関するアンケート調査を行い、両者の関係を検討し

た。その結果、 1日の睡眠時聞が 8時間以上の児童の運動能力が高いことに加え、きち

んと自分で起きている、授業中に眠くならない、朝気持ちよく起きられる、睡眠時聞が

足りていると回答した児童の体力・運動能力は高い傾向がみられたと報告している。さ

らに、文部科学省は、「生活習慣の改善を通して体力の向上につなげている事例がある」

25)と報告しており、子どもの体力低下の背景に夜型の生活などのライフスタイルの変化

や食生活等の生活習慣の乱れがある 6)と指摘している。生活習慣と体力の関係について

は、児童生徒のほか、幼児に関する報告もあり、保護者からみて規則正しい生活ができ

ている幼児ほど運動能力が高い 17)ことが報告されている。このように子どもの生活習

慣と体力には関係があることが明らかとなってきた。

生活習慣と体力の関係に加え、生活習慣と運動習慣の関係についても研究が行われて

いる。前橋 18)が石川県の保育園児を対象に行った研究によると、 21時前の就寝、 10時
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間以上の睡眠を確保している幼児ほど身体活動量が多いこと、日中の歩数が多い幼児ほ

ど就寝時刻は早く、睡眠時間は長いことがわかっている。児童においても、朝食を毎日

食べる児童は、欠食がある児童に比べて 1週間の総運動時聞が長い 23)ことから、幼児

から児童まで幅広い年代において子どもの生活習慣と運動習慣には関係があるといえ

る。言い換えると、体力の低下を食い止めるべく運動習慣を獲得するには、幼児期から

の対策が必要で、あると考えられるが、生活習慣と運動習慣の関係については、生活習慣

の一部を取り上げて運動習慣との関係を検討しているものが多く、食事や睡眠等につい

ての複数の生活習慣を取り上げて運動習慣との関係を検討したものは少ない。

一方で¥子どもの生活習慣は年代によって異なることがわかっている。日本小児協会

38)の報告によると、昼寝をする幼児の割合は、年齢が上がるにつれて減少し、平日 24

時以降に就寝する児童の割合は学年が上がるにつれて増加する 20)ことが報告されてい

る。児童の朝食についても、学年が上がるにつれて欠食する割合が高くなる 32)との報告

があるなど、生活習慣は年代により変化することから、各年代に分けて子どもの生活習

慣と運動習慣の関係を検討する必要がある。また、幼児から児童まで幅広い年齢を対象

とすることで、生活習慣と運動習慣の関係における年代間の共通点および相違点を明ら

かにすることは、それぞれの年代に応じて適切な介入をするための一助となり得る。

第 3節 保護者の運動習慣と子どもの運動習慣の関係について

中央教育審議会 6)は、「子どもの体力の低下は、運動する量が減少したことによるも

のと考えられるが、その最大の原因は人々の意識にあると考えられる。保護者をはじめ

とした国民意識の中で、人を知識の量で評価しがちであったことにより、身体や精神を

鍛え、思いやりの心や規範意識を育てるとしづ、子どもの外遊びやスポーツの重要性を

子どもの学力の状況に比べ軽視する傾向に進んだ。」と指摘している。子どもの体力低

下の最大の原因は保護者等子どもにとって身近な大人の意識であり、子どもの体力の重

要性について正しい認識を持つよう、意識の喚起が求められている。また、ベネッセ 2)

の調査により、母親自身がスポーツ活動を好む方が、子どものスポーツ活動率は高くな

ると報告されていることからも、保護者の考えや意識が子どもの運動習慣に関係してい

るのは明らかである。また、両親の身体活動量と子どもの身体活動量には正の相闘があ

り、保護者のライフスタイルは子どもの活動に影響する 10)14)との報告がある。しかし、

家庭へのアプローチに関しては、「保護者をはじめとした国民全体が、子どもの体力の
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重要性について正しい認識を持つよう国民運動を展開するJ26)という抽象的な表現に留

まっており、具体策は示されていない。これは、子どもの体力向上に対する、保護者の

関わり方に関する研究や取り組みが十分で、ない現状を示している。また、保護者の運動

習慣と子どもの運動習慣の関係については、十分な検討が行われていない。保護者の過

去および現在の運動習慣と子どもの運動習慣の関係についてさらなるデータの蓄積を

行い、エピデンスを積み重ねていくことは、保護者自身の健康増進のみならず、子ども

の心身の健全な発育発達へもつながると考えた。
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第 3章目的

本研究の目的は、子どもの運動習慣に関係する生活習慣および保護者の運動習慣を検

討することとした。
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第 4章方法

本研究では、子どもの生活習慣および運動習慣、保護者の運動習慣についての質問

紙調査を実施し、得られた結果から、①子どもの生活習慣と運動習慣の関係、②保護

者の運動習慣と子どもの運動習慣の関係について比較検討した。

第 1節対象者および調査方法

本研究は、長野市内の幼児および児童とその保護者を対象とし、質問紙調査を実施し

た。

幼児は、長野市内の 4つの保育園の在園児、 3歳児クラス 219名、 4歳児クラス 217

名、 5歳児クラス 209名、計 645名とした。回収数は 3歳児クラス 68名、 4歳児クラ

ス67名、 5歳児クラス 100名の計 290名(平均身長:106.9:l:7.3cm、体重:17.4土2.8kg、

年齢 4.6土0.9歳)、回収率は 45.0%であった。保護者の回収数は、母親 247名、父親 36

名であった。

児童は、長野市内の 3つの小学校の在校生、低学年 (1""3年) 1068名、高学年 (4

""6年生) 1017名、計 2085名とした。回収数は低学年 461名(平均身長:123.8士

7.4cm、体重:24.5+4.8kg、年齢:7.5土1.0歳)、高学年 452名(平均身長:141.5:t 

8.8cm、体重:34.8+7.6kg、年齢:10.5+ 1.0歳)の計 913名、回収率は 43.8%であっ

た。保護者の回収数は、母親 886名、父親 670名であった。

調査に先立ち、幼児および児童の保護者に対して、本研究の目的、方法、予想される

結果、提供者がこうむる恐れのある不利益について十分な説明を行ったうえで、書面に

て同意の意志を確認した。本調査は、順天堂大学医学部倫理委員会審査承認後に開始し、

調査にあたっては、身体的拘束時間を最小限に抑えるため、調査項目を最小限に抑えた。

第 2節調査期間

幼児およびその保護者の調査を 2012年 10月""11月、児童およびその保護者の調査

を2013年 9月""10月に実施した。

第 3節調査内容

中央教育審議会 6)は、子どもの運動量が減少した理由として、子どもの外遊びやスポ

ーツの重要性の軽視を挙げていることから、運動クラブ参加の有無および帰宅後の過ご
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し方をもって子どもの運動習慣とした。運動クラブ参加については、スポーツクラブや

学校(保育園を含む)の運動部、運動サークル等に入っているかについて 2択で回答を

得た。帰宅後の過ごし方について、帰宅後に外遊びが多いか室内遊びが多し、かについて

5段階で回答を得た。高学年については、本人による回答を得ることができたため、休

み時間や放課後、休日の運動実施も含め、運動習慣とした。

(1)幼児

保護者に対し、幼児および保護者自身に関する調査を実施した。調査内容は、プロフ

ィールのほか、運動習慣について、運動クラブ参加の有無と帰宅後の過ごし方の 2項目

を、生活習慣について、睡眠に関する平日の起床時刻・就寝時刻、休日の起床時刻・就

寝時刻の 4項目と食事に関する朝食および夕食の摂取頻度・様子の 4項目の計 8項目

を設定した。保護者の運動習慣については、就学前・小学校・中学校・高校・大学時の

運動クラブ参加の有無を過去の運動習慣として、現在の運動実施の有無、身体活動量を

現在の運動習慣として設定した。

なお、これらの設問のうち、食事の摂取頻度は平成 17年国民健康・栄養調査 16)、保

護者の身体活動量は IPAQ日本語版 8)29)、保護者の現在の運動習慣は朝日新聞 1)および

Suzukiら36)の報告を引用し、他の設問については研究者および共同研究者が作成した。

(2)児童

小学 1年生から 3年生までを低学年とし、小学 4年生から 6年生までを高学年とし

た。

低学年は、児童の保護者に対し、児童および保護者自身に関する調査を実施した。調

査内容は幼児を基本とし、生活習慣について、寝起きの状況、平日家を出発する時刻、

帰宅する時刻、朝食および夕食の時刻の 5項目を追加した。

高学年は、児童本人および保護者に対し調査を実施した。調査内容は低学年児童を基

本とし、児童本人への質問として、運動習J慣について、休み時間・放課後・休日の運動

実施の有無の 3項目を追加した。
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第 4節分析方法

子どもの睡眠時間は起床および就寝時刻より算出した。また、子どもの生活習慣の特

徴を明らかにするために、生活習慣に関する項目をそれぞれ主成分分析し、固有値の高

い3要因を主成分として用いた。各主成分の解釈は、もとの変数との相関を表す因子負

荷量から行った。主成分分析を行うにあたり、数字データは標準得点化し、順序変数は

-1から 1で等間隔になるよう値を変換した。保護者の身体活動量 (1週間当たりのエク

ササイズ:以下EX)は、国際標準化身体活動質問票(IPAQ)日本語版 (ShortVersion) 

8)仰を用いて算出した。

第 5節統計処理

比較する多くの変数で正規性が仮定できなかったため、独立した 2群における差の検

定には Mann-Whitneyの U検定を用いた。 2X2のクロス集計表の検定にはフィッシ

ャーの直接確率検定、独立した 3群以上における差の検定にはKruskal-Wallis検定を

行い、傾向の検定には Shirley-Williams法を用いた。分析には、 SPSSver.21および

Statce1340)を用いた。各種検定の有意水準は、危険率 5%未満とし、 Shirley-Williams法

のみ片側、他の検定は両側で検定を行った。
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第 5章結果

第 1節 子どもの生活習慣および運動習慣

子どもの生活時刻を表 1に、子どもの寝起き・食事・運動習慣を表 2に、保護者の運

動習慣を表 3に示した。幼児、低学年、高学年それぞれにおける平日の平均起床時刻は

6: 49、6:25、6:25であり、就寝時刻は 21: 18、21: 14、21: 36、睡眠時間は 9時

間 30分、 9時間 11分、 8時間 48分であった。朝食を毎日摂取する割合は 96.2%、

97.4%、 98.4%であった。運動クラブに参加している割合は 34.6%、57.5%、57.9%で

あり、帰宅後に外で遊ぶ方が多い割合はそれぞれ 20.1%、29.0%、33.6%であった。高

学年のみに調査した休み時間、放課後、休日に運動をする割合は、それぞれ 70.8%、

39.0%、67.9%であった。

第 2節 生活習慣の主成分分析

年代ごとに主成分分析をおこなったときの固有値のスクリープロットをそれぞれ図

1"'-'3に、各主成分の解釈に用いた因子負荷量の高い項目を表 4に示した。また、各主

成分の解釈に用いた項目について、コルクボーラー法により主成分得点の高い 20%、

低い 20%、それ以外の 60%に分けて解析し、平均時刻および分布を表 5に示した。

幼児では、第 1主成分は、得点が高い方が平日および休日の就寝時刻、休日の起床時

刻が遅かったため、生活リズムに関する主成分とした。第 2主成分は、得点が高い方が

平日および休日の睡眠時聞が長く、起床時刻が遅かったため、睡眠時間・起床に関する

主成分とした。第 3主成分は、得点が高い方が朝食および夕食をよく残す等の消極的な

様子であったため、食事の様子に関する主成分とした。

低学年では、第 1主成分は、得点が高い方が平日および休日の就寝時刻・起床時刻、

朝食時刻が遅かったため、生活リズムに関する主成分とした。第 2主成分は、得点が高

い方が平日および休日の睡眠時聞が長かったため、睡眠時間に関する主成分とした。第

3主成分は、得点が高い方が朝食および夕食をよく残す等の消極的な様子であったため、

食事の様子に関する主成分とした。

高学年では、第 1主成分は、得点が高い方が平日および休日の就寝時刻・起床時刻、

朝食時刻が遅かったため、生活リズムに関する主成分とした。第 2主成分は、得点が高

い方が平日および休日の睡眠時間が長く、就寝時刻が遅かったため、睡眠時間・就寝に

関する主成分とした。第 3主成分は、得点が高い方が休日の睡眠時聞が長く、起床時刻
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が遅かったため、休日の睡眠時間・起床に関する主成分とした。

項目に多少の違いはあるものの、各年代とも生活リズムに関する主成分が第 1主成分

となり、第 2主成分は睡眠時間に関する主成分で、あった。第 3主成分は幼児・低学年が

食事の様子に関する主成分で、あったのに対し、高学年では休日の睡眠時間・起床に関す

る主成分で、あった。

第 3節 子どもの生活習慣と運動習慣の関係

各年代で子どもの生活習慣と運動習慣の関係、を検討し、表 6、図 4，-，..;30に示した。生

活習慣の項目に対して行った主成分分析から得られた第 1，-，..;3主成分と運動習慣の関係

を検討し、関係がみられた項目について、以下に記す。なお、高学年では第 1，-，..;3主成

分には含まれなかったが、他の年代と比較するため食事の様子についても検討したとこ

ろ、朝食および夕食の様子と運動習慣には関係がなかった(表 6)。

幼児では、運動クラブ参加により第 1主成分である生活リズムに関する主成分得点に

差がみられ、運動クラブに参加している者の得点は高かった(図 4)。また、運動クラブ

参加により第 2主成分である睡眠時間・起床に関する主成分得点に差がみられ、運動ク

ラブに参加している者の得点は低かった(図 5)。

低学年では、運動クラブ参加により第 3主成分である食事の様子に関する主成分得点

に差がみられ、運動クラブに参加している者の得点は低かった(図 12)。また、帰宅後

の過ごし方により第 1主成分である生活リズムに関する主成分得点に差がみられ、帰宅

後に外で遊ぶことが多い者ほど、得点が低かった(図 13)。

高学年では、運動クラブ参加により第 1主成分である生活リズムに関する主成分得点

に差がみられ、運動クラブに参加している者の得点は低かった(図 16)。また、運動ク

ラブ参加により第 3主成分である休日の睡眠時間・起床に関する主成分得点に差がみら

れ、運動クラブに参加している者の得点は低かった(図 18)。さらに、休み時間の運動

実施により第 1主成分である生活リズムに関する主成分得点に差がみられ、休み時間に

運動をする者の得点は低かった(図 22)。休み時間の運動実施により第 3主成分である

休日の睡眠時間・起床に関する主成分得点に差がみられ、休み時間に運動をする者の得

点は低かった(図 24)。
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第 4節 保護者の運動習慣と子どもの運動習慣の関係

年代ごとに、保護者の運動習慣と子どもの運動習慣の関係を検討し、表 7""'-'15に示し

た。関係がみられた項目について、以下に記す。

幼児では、運動クラブ参加と関係がみられたのは、母親の大学時の運動クラブ参加、

父親の大学時の運動クラブ参加であった(表 7)。また、母親が就学前に運動クラブに参

加している方が、子どもは帰宅後に外遊びをしていた(表 8)。

低学年では、子どもの運動クラブ参加と関係がみられたのは、母親の現在の運動実施、

父親の高校の運動クラブ参加、現在の運動実施であった(表 9)。母親の中学校の運動ク

ラブ参加、高校の運動クラブ参加、現在の運動実施 父親の就学前の運動クラブ参加、

現在の運動実施している方が、それぞれ、子どもは帰宅後に外遊びをしていた(表 10)。

また、帰宅後に外で遊ぶ方が多い子どもの母親ほど、身体活動量が多く、父親について

も同様に身体活動量が多かった(表 10)。

高学年では、子どもの運動クラブ参加と関係がみられたのは、母親の中学校の運動ク

ラブ参加、高校の運動クラブ参加、大学時の運動クラブ参加、現在の運動実施、父親の

小学校の運動クラブ参加、現在の運動実施であった(表 11)。母親の高校の運動クラブ

参加、父親の現在の運動実施している方が、子どもは帰宅後に外遊びをしていた(表 12)。

また、帰宅後に外で遊ぶ方が多い子どもの母親ほど、身体活動量が多かった(表 12)0

u子どもの休み時間の運動実施と関係、がみられたのは、母親の高校の運動クラブ参加であ

った(表 13)。子どもの放課後の運動実施と関係がみられたのは、母親の高校の運動ク

ラブ参加、父親の身体活動量の多さであった(表 14)。
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第 6章考察

第 1節 子どもの生活習慣および運動習慣

第 4回幼児の生活アンケート・国内調査報告書 3)によると、幼児の平均起床時刻は 7:

13、就寝時刻は 21: 14、睡眠時間は 9時間 59分であった。平成 22年度児童生徒の健

康状態サーベイランス事業報告書 15)によると、平均起床時刻は小学校 1・2年生 6:42、

小学校 3・4年生 6:39、小学校 5・6年生 6:43であり、就寝時刻は 21:23、21:38、

22 : 01、睡眠時間は 9時間 18分、 9時間 1分、 8時間 42分であったと報告されてい

る。本研究対象児の起床時刻は、幼児が 24分早く、低学年・高学年ともに約 15分早か

った。就寝時刻は幼児においてはほぼ同様で、あったが、低学年・高学年ともに約 15分

早かった。睡眠時間は幼児が 29分短かったが、低学年および高学年ではほぼ同様の結

果となったO 幼児に関して、保育園児は幼稚園児に比べて家を出る平均時刻が早く、家

に帰る平均時刻が遅い 3)ことが報告されているが、本研究においても対象が保育園児で

あったことが起床時刻の早さ、睡眠時間の短さに影響した可能性がある。

ベネッセ 2)が 2009年に実施した調査により、子どもの運動クラブ参加率は幼児

38.9%、低学年 68.5%、高学年 68.5%で、あったことが報告されている。本研究では、ど

の年代においても先行研究に比べ参加率は低かった。また、帰宅後の過ごし方について

も、どの年代においても室内遊びの方が多い割合が半数近くまたはそれ以上を占めた。

よって、本研究の対象児は運動クラブ参加率が低く、外遊びが少ないといえる。しかし、

本研究の対象児に限らず、子どもの外遊び時間は昭和 40(1965)年ごろを境に内遊び

より少なくなった 33)ことが報告されていることから、子どもの運動不足は我が国全体

の問題である。子どもが運動不足になった原因として、スポーツや外遊びに不可欠な要

素である時間、空間、仲間の 3つの減少が挙げられている 6)。本研究においては、年代

が低いほど帰宅後に外で遊ぶ割合が低かった。対象の保育園の降園時刻は 16:30以降で

あり、延長保育も実施している。幼児の帰宅時刻は帰宅後の過ごし方に影響を与えてい

ることが考えられることから、今後、幼児の帰宅時刻と帰宅後の過ごし方について、更

なる検討が必要である。

放課後や休日において 20%以上の児童がほとんど遊ばない 28)との報告があるが、本

研究において高学年に調査した休み時間、放課後、休日に運動をしないと答えた割合は、

それぞれ 29.2%、61.0%、32.10/0であり、先行研究と同様にいずれも 20%以上であっ

た。学校外における身体活動は、 1日の身体活動の中で大きな割合を占める 39)ことが報
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告されていることから、今後幼児および低学年についても検討を行う必要があると考え

る。

第 2節 生活習慣の主成分分析

生活習慣の特徴を明らかにするために、各年代で生活習)1貫の主成分分析を行った。そ

の結果、すべての年代において、第 1主成分は生活リズムに関する主成分と解釈され

た。このことは、睡眠時間や目覚めの様子、食事の摂取頻度および様子等と比較して、

生活リズムが生活習慣を大きく反映していることを示している。一方、第 2主成分が幼

児では睡眠時間・起床に関する主成分、低学年では睡眠時間に関する主成分、第 3主成

分が幼児と低学年で共通して食事の様子であったのに対し、高学年では、第 2主成分が

睡眠時間・就寝に関する主成分、第 3主成分が休日の睡眠時間・起床に関する主成分で

あり、睡眠時間に関する主成分が 2つ抽出された。このことは、幼児および低学年では

平日と休日で睡眠時間に大きな違いがないのに対して、高学年では平日と休日で睡眠時

聞が異なることを指している。学年が上がるほど休日の起床時刻が遅い児童の割合が高

くなる却との報告があるが、本研究においても、低学年と高学年間で、平日の平均起床

時刻が同時刻であるのに対して、休日では高学年の方が 9分遅く、 75%値や最大値に着

目しでも、他の年代に比べ高学年は遅い。高学年において、第 1""'-'3主成分全てに睡眠

が関係していたのは、休日の生活リズムが平日と異なるため、休日の睡眠が独立した特

徴をもっ主成分となったためであると考える。

よって、生活習慣を把握する際は、どの年代も共通して、まず就寝および起床時刻と

いった生活リズムと睡眠時間に着目する必要があるが、幼児と低学年においては次いで

お代わりをする等の食事の様子にも着目する必要があるのに対して、高学年では休日の

睡眠時間・起床時刻が重要である可能性が示された。しかし、子どもの食生活について

は、学年が上がるにつれて間食や夜食が増えることが問題視されており、小学校 5年生

を対象とした調査によると、おやつをほとんど毎日食べる割合は 27.4%にも上る 9)。本

研究においては、食生活として朝食および夕食に関する項目を調査したが、高学年にお

いて第 1""'-'3主成分に食事の様子が高い因子負荷量を示さなかった要因に、間食や夜食

等の影響が考えられる。今後食生活については間食や夜食等を含めて検討する必要があ

ると考える。
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第 3節 子どもの生活習慣と運動習慣の関係

幼児では、運動クラブに参加している者の生活リズムは遅く、睡眠時間は短かった。

中央教育審議会 6)は、子どもの体力低下には就寝時刻の遅さ等の生活習慣の乱れが関係

していることを指摘しており、日中の歩数が多い幼児ほど、就寝時刻が早く、睡眠時聞

が長い 18)との報告がある。さらに、平成 25年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査

報告書 23)により、睡眠時聞が長い児童の体力合計点は高いことが報告されていること

から、運動クラブに参加している幼児の睡眠時間は長いのではないかと予想したが、本

研究では、運動クラブに参加している幼児の睡眠時聞は短かった。保育園児の生活リズ

ムは近年少しずつ崩れており、平均帰宅時刻は幼稚園児に比べて約 3時間遅い 3)との報

告がある。本研究において、運動クラブに参加している幼児の睡眠時聞が短かったこと

や、帰宅後の過ごし方により生活習慣に差がみられなかったことは、対象の幼児が保育

園児であったことが影響していると考える。今後、保育園児以外の幼児についても調査

する必要がある。

低学年では、帰宅後に外遊びが多い者の生活リズムは早く、この結果は、前述した先

行研究 6)18)を支持する結果となった。一方で、運動習慣により睡眠時間に差はみられな

かった。児童の健全な発育には、睡眠時間は 9時間以上が必要だ 30)とされているが、本

研究における低学年児童の睡眠時間は、 9時間以上の割合が 75%を超えていたことか

ら、 9時間以上睡眠時聞が確保されている場合には、運動習慣による影響はない可能性

がある。また、運動クラブに参加している者は、朝食や夕食をお代わりする等の積極的

な様子がみられた。朝食を毎日食べる群は欠食がある群に比べて 1週間の総運動時聞が

長い 23)ことが報告されているが、本研究によって、食事は毎日食べるだけでなく、しっ

かり食べることが運動習慣の獲得に重要で、ある可能性が示された。

高学年では、運動クラブに参加している者の生活リズムは早く、休日の睡眠時間は短

かった。休み時間の運動実施に関しでも同様であり、運動をする者の生活リズムは早く、

休日の睡眠時間は短かった。運動習慣と生活リズムの関係については、低学年や先行研

究 6)18)と同様であり、児童にとって生活リズムと運動クラブに関係があるとの先行研究

を支持する結果となった。運動習慣と休日の睡眠時間については、睡眠時聞が長い児童

の方が運動をするとしづ先行研究 23)とは異なる結果を示した。休日の睡眠時間に関す

る主成分には、休日の起床時刻も高い因子負荷量を示している。つまり、休日の睡眠時

間の長さには休日の起床時刻が遅いことが影響していると考えられる。学年が上がるに
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つれて休日の起床時刻が遅い児童の割合が高くなるが、習い事に通っている児童の方が

8: 00までに起きる割合が高い 24)ことが報告されていることから、習い事と同様、運動

クラブに参加している者は休日の起床時刻が早く、その影響を受け睡眠時聞が短くなっ

ていることが考えられる。

本研究では、幅広い年代を対象に、複数の生活習慣と運動習慣の関係を検討した。そ

の結果、先行研究と同様に生活リズムや睡眠時間、食事が運動習慣と関係することが示

されたが、主成分分析を用いて複数の生活習慣を詳細に検討したという点で意義がある

と考える。

第 4節 保護者の運動習慣と子どもの運動習慣の関係

幼児については、保護者が就学前および大学時に運動クラブに参加している方が、子

どもが運動クラブに参加していた。就学前は今の幼児の年代に当てはまり、自身の経験

から子どもの運動クラブ参加を促進していることが考えられる。また、大学時に運動ク

ラブに入っていた者は、強制ではなく自ら進んで運動に参加する傾向がより高まると推

察し、自身も自発的に運動をしていた保護者が子どもにも運動を促していることが考え

られる。一方、児童の運動習慣は幼児期や大学時のみならず幅広い年代の保護者の運動

習慣と関係しており、保護者に過去および現在運動習慣がある方が児童に運動習慣があ

った。スポーツ活動にかかる費用の負担が重いという項目に「とてもそう思う JIまあ

そう思う」と答えている割合は小学生、中学生、高校生の保護者と比較して幼児の保護

者で最も高く、 73.7%が負担と感じている 2)との報告がある。本研究においては、費用

についての調査を実施していないが、就学前の運動習慣には、保護者の就学前の運動習

慣が促進要因となる一方で¥経済的な要因が抑制要因となる可能性が考えられる。その

後、小学生になると就学前に比べて経済的負担が軽くなり、保護者自身も小学校時の運

動クラブ参加率が就学前の 8.0%から 50.9%へと高くなることから、児童において保護

者の運動習慣と関係する項目が増えたと考える。

保護者の運動習慣と子どもの運動習慣の検討において、関係がみられた組み合わせば、

幼児で 14個中母親 2個、父親 1個であった。同様に、低学年では 14個中母親 5項目、

父親 5項目、高学年では 35個中母親 9項目、父親 4項目であった。全体的に父親に比

べて母親の方が同等もしくはそれ以上に子どもの運動習慣と強く関係していることが
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示唆された。ベネッセ 2)は、母親自身が体を動かすことが好きな方が子どものスポーツ

活動率が高いことを報告している。また、乳幼児期に天気の良い日に外で遊ばせるか否

かは地域特性、住環境、住宅形態などとはほとんど相関がなく、母親の外で遊ばせよう

としづ意志の有無による 13)と報告されている。本研究においても母親の影響が大きい

ことが示唆され、スポーツの噌好だけでなく過去および現在の運動習慣も影響する可能

性が示された。本研究では、高学年について、母親の影響力が父親に比べて大きいこと

が示唆されたが、幼児および低学年については母親と父親の影響力は同程度であると考

えられる。先行研究では、母親の影響力について多くの研究が進められているが、父親

の影響力については今後更なる検討が必要である。

また、保護者の過去および現在の運動習慣のうち、中学校以前の運動クラブ参加は児

童の運動習慣とあまり関係しなかったのに対して、現在の運動実施、高校の運動クラブ

参加、身体活動量は強く関係していた。中学校では部活動に原則全員入部しなければな

らない学校が 54.6%と半数以上を占めるのに対して、高校の部活動は希望者だけ入部

することになっている学校が全体の 78.6%である 27)との報告があり、高校以降の運動

習慣に関しては強制ではなく自発的に行われることが多いことを意味する。保護者自身

が過去および現在自発的で活発に運動をすることは、子どもの運動習慣を促進する可能

性が高いことが示された。

本研究では、子どもの運動習慣と生活習慣の関係、子どもの運動習慣と保護者の運動

習慣の関係を検討した。子どもの運動習慣は生活習慣や保護者の運動習慣と関係、がある

という一定の見解が得られたが、対象地域は長野市内の限られた地域で、あった。また、

対象とする幼児は保育園児であり、幼児全体を反映しているとは言えない。ここに本研

究の限界があると考え、他地域での調査や、保育園児以外の幼児についても検討が必要

である。
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第 7章結論

運動クラブ参加は小学生で、は早い生活リズムと関係するが、保育園児では逆であり、

また睡眠時聞を短くすることが示唆された。また、保護者が過去および現在自発的で活

発に運動をすることは、子どもの運動習慣を促進することが示唆された。
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第 8章要約

本研究は、子どもの運動習慣に関係する生活習慣および保護者の運動習慣を検討する

ことを目的とした。

調査は長野市内の 4つの保育園と 3つの小学校で、実施した。保育園児 290名と小学

生913名(低学年 1"'-'3年;461名、高学年 4"'-'6年;452名)の保護者(母親 1133名、

父親 706名)が試験に参加した。保護者は子どもの生活習慣(睡眠、食事等)、運動習

慣(運動クラブ参加、帰宅後の過ごし方等)、自身の運動習慣(運動クラブ参加歴、現

在の運動実施状況、身体活動量等)について質問紙に回答した。高学年の小学生も質問

紙に回答した。

運動クラブ参加者は幼児では生活リズムは遅く 睡眠時間は短かった。また、低学

年では食事をよく食べ、高学年では生活リズムは早く、休日の睡眠時間は短かった。生

活リズムの早し、小学生は、低学年では帰宅後に外遊びが多く、高学年では休み時間に外

遊びが多かった。また、幼児の運動習慣には保護者の就学前および大学時の運動クラブ

参加が関係していたのに対し、小学生では、現在の運動状況が運動歴より関係していた。

高学年において、母親の過去および現在の運動習慣が父親よりも多く関係していた。

以上の結果から、運動クラブ参加は小学生では早い生活リズムと関係するが、保育園

児では逆であり また睡眠時聞を短くすることが示唆された。また、保護者が過去およ

び現在自発的で活発に運動をすることは、子どもの運動習慣を促進することが示唆され

た。

しかし、本研究は一地域のみの結果であり、対象とする幼児は保育園児で、あった。従

って、他地域での調査や、保育園児以外の幼児についても検討が必要である。
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Abstract 

Relationship between exercise behavior of children and their life style 

along with attitude toward exercise of their parents 

The purpose ofthis study was to examine the relationship between exercise behavior 

of children and their life style along with attitude toward exercise oftheir parents. 

The survey was conducted at 4 nursery schools and 3 primary schools in Nagano City. 

The participants were parents (1133 mothers and 706 fathers) of 290 preschoolers in 

nursery school and 913 students in primary school; 461 in lower grades (1・3grades) and 

452 in higher grades (4・6grades). Parents answered a questionnaire which asked 

children's life style (e.g.， sleep and diet)， exercise behavior (e.g.， sport club participation， 

and pastime after school)， and parents' attitude toward exercise (e.g.， sports history， 

current exercise participation， and physical activity). Primary school children in higher 

grade also answered a brief questionnaire. 

Sports club participants had delayed dairy rhythm and shorter sleep time in 

nursery school， ate well at meal time in lower grade， and had early morning lifestyle 

with shorter holiday sleep time in higher grade of primary school. Primary school 

children with early morning lifestyle preferred to play outside after school in lower 

grade and at break time in higher grade. Children's sports club participation 

correlated with that of parents in their preschool and college ages in nursery school， 

whereas the current physical activity of parents better correlated than their sports 

history in primary school. In higher grades of primary school， present and past exercise 

behavior of mother was more related to their children's exercise behavior than that of 

father. The results suggested sports club participation relates early morning lifestyle in 

primary school children but impedes it in preschoolers， and accelerates shorten sleep 

time. The parents' attitudes toward exercise examined to contribute to the exercise 

behavior of their children. 

However， this study described a regional status and all preschoolers surveyed 

belonged to nursery school. Therefore， it is warranted to survey in other areas and 

preschoolers not belong to nursery school. 
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表1子どもの生活時刻

幼児(n=290) 低学年(n=461) 高学年(n=452)

平均値最小値 25%値 50%値 75%値最大値 平均値最小値 25%値 50%値 75%値最大値 平均値最小値 25%値 50%値 75%値最大値

《学校に行〈日について(時:分)>> 

前日の夜は何時ごろに寝ますか? 21:18 19:30 21:00 21:00 21:30 23:00 21:14 19:30 21:00 21:00 21:30 24:00 21 :36 18:30 21 :00 21 :30 22:00 24:00 

当日の朝は何時ごろに起きますか? 6:49 5:30 6:30 7:00 7:00 8:30 6:25 5:00 6:15 6:30 6:30 7:30 6:25 4:30 6:10 6:30 6:40 9:00 

睡眠時間(就寝・起床時刻より算出) 9:30 7:45 9:00 9:30 10:00 11 :30 9:11 7:00 9:00 9:10 9:30 11 :00 8:48 7:00 8:30 9:00 9:00 12:00 

朝ごはんは何時ごろに食べますか?

機
6:49 6:00 6:40 6:50 7:00 8:00 6:49 6:00 6:40 6:50 7:00 9:30 

家を出発するのは何時ごろですか? 7:29 7:00 7:20 7:30 7:35 8:15 7:30 7:00 7:25 7:30 7:35 10:30 

帰宅するのは何時ごろですか? 16:28 15:00 15:30 16:00 17:20 19:20 16:33 15:30 16:30 16:30 16:35 18:30 

晩ごはんは何時ごろに食べますか? 18:49 17:15 18:30 19:00 19:00 21 :00 18:58 16:30 18:30 19:00 19:20 21 :00 

《学校が休みの日について(時:分)>> 

前日の夜は何時ごろに寝ますか? 21 :31 19:30 21 :00 21 :30 22:00 23:30 21 :34 19:30 21 :00 21 :30 22:00 24:30 21 :56 18:30 21 :30 22:00 22:30 24:30 

当日の朝は何時ごろに起きますか? 7:10 5:30 7:00 7:00 7:30 9:00 6:58 5:30 6:30 7:00 7:30 10:00 7:07 5:00 6:30 7:00 8:00 12:00 

睡眠時間(就寝・起床時刻より算出) 9:39 8:00 9:11 9:3010:0011:10 9:24 7:30 9:00 9:30 10:00 11 :00 9:10 7:00 8:30 9:00 9:30 13:00 



表2.子どもの寝起き・食事・運動習慣

幼児 低学年 高学年

n=290 n=461 n=452 

《寝起きについて(%)>>

寝起きの状況はどうですか?

目覚めが良い l;¥;| 31.5 30.8 

普通
~ .~P 

47.5 48.9 
1L uS U SE.聞尚 3 s 事sd，e a R 、u

目覚めが悪い 21.0 20.4 

《食事について(%)>>

普段、朝ごはんを食べますか?

ほとんど毎日たベる 96.2 97.4 98.4 

週2-3日食べない 3.5 2.2 1.4 

週4-5日食べない 0.0 0.2 0.2 

ほとんど食べない 0.3 0.2 0.0 

朝ごはんを食べる量はどうですか?

お代わりをよくする 12.9 5.4 4.3 

出した分は食べるが、おかわりはしない 56.8 75.5 83.3 

よく残す 25.1 19.1 11.8 

その他 5.2 0.0 0.7 

普段、晩ごはんを食べますか?

ほとんど毎日たベる 99.7 99.8 100.0 

週2-3日食べない 0.3 0.2 0.0 

週4-5日食べない 0.0 0.0 0.0 

ほとんど食べない 0.0 0.0 0.0 

晩ごはんを食べる量はどうですか?

お代わりをよくする 25.7 24.9 26.9 

出した分は食べるが、おかわりはしない 55.2 68.1 69.2 

よく残す 14.9 6.7 3.8 

その他 4.2 0.2 0.0 

《運動習慣について(%)>>

運動部、運動サークル等に入っていますか?

はい 34.6 57.5 57.9 

いいえ orやめた 65.4 42.5 42.1 

帰宅後、外で遊びますか?室内で遊びますか?

外で遊ぶことが非常に多い 11.4 17.9 16.7 

外で遊ぶことが少し多い 8.7 11.1 16.9 

どちらも同じくらい 25.3 21.0 21.9 

室内で遊ぶことが少し多い 27.3 25.3 20.1 

室内で遊ぶことが非常に多い 27.3 24.7 24.4 

学校の休み時間は運動してあそびますか?

はい 。内 ~';' I 70.8 
早匙も 白

いいえ 29.2 

放課後は校庭などで運動してあそびますか?

はし、 39.0 

いいえ 61.0 

休日は運動をしていますか?

はい 67.9 

いいえ 3ぜ)週。也刊 晶、-~.'.---督'..::...<~_' A ._-・ F MEE  32.1 



表3.保護者の運動習慣

幼児 低学年 高学年

父親 母親 父親 母親 父親 母親

n=36 n=247 n=336 n=451 n=334 n=435 

《過去の運動習慣(%)>>

小学校入学前、

スポーツクラブに入っていましたか?

lまし、 13.9 8.1 9.8 6.1 4.9 5.3 

いいえ 86.1 91.9 90.2 93.9 95.1 94.7 

小学校時代、

部活動やスポーツクラブ等に入っていましたか?

はし、 63.9 42.0 66.7 40.3 54.8 37.8 

いいえ 36.1 58.0 33.3 59.7 45.2 62.2 

小学校時代、運動するのは好きでしたか?

はい 97.2 74.8 86.7 64.3 86.3 65.4 

いいえ 2.8 25.2 13.3 35.7 13.7 34.6 

中学校時代、

部活動やスポーツクラブ等に入っていましたか?

lまし、 86.1 70.0 82.4 66.6 84.8 69.9 

いいえ 13.9 30.0 17.6 33.4 15.2 30.1 

高校時代、

部活動やスポーツクラブ等に入っていましたか?

lまし、 68.6 48.5 59.4 39.0 62.7 40.3 

いいえ 31.4 51.5 40.6 61.0 37.3 59.7 

大学・短大・専門学校等時代、

部活動やスポーツクラブ等に入っていましたか?

lまし、 31.0 23.6 27.3 17.9 26.8 19.4 

いいえ 69.0 76.4 72.7 82.1 73.2 80.6 

《身体活動量 (EX/週)>> 33.0 30.6 34.0 36.9 33.3 27.7 

《現在の運動実施(%)>> 
現在、軽い運動を含め、何かスポーツをしていますか?

している 27.8 14.8 35.2 18.7 33.8 22.2 

できればしたい 66.7 74.5 58.7 71.1 57.3 68.1 

やりたくない 5.6 10.7 6.1 10.2 8.8 9.7 



表4.各主成分の因子負荷量が高い項目

(a)幼児

第1主成分 第2主成分 第3主成分

平日就寝時刻 0.915 -0.152 一0.113

休日就寝時刻 0.915 -0.085 -0.169 

休日起床時刻 0.587 0.646 一0.101

平日起床時刻 0.487 0.654 一0.227

平日睡眠時間 -0.446 0.722 一0.091

休日睡眠時間 -0.335 0.743 0.069 

朝食の様子 0.249 0.123 0.824 

夕食の様子 0.213 0.097 0.827 

寄与率(%) 30.6 22.2 16.5 

累積寄与率(%) 52.7 69.3 

(b)低学年

第1主成分 第2主成分 第3主成分

平日就寝時刻 0.878 一0.347 一0.055

休日就寝時刻 0.869 -0.280 一0.024

休日起床時刻 0.726 0.366 0.289 

平日起床時刻 0.699 0.463 一0.271

朝食時刻 0.672 0.393 一0.403

休日睡眠時間 -0.010 0.731 0.374 

平日睡眠時間 一0.490 0.724 一0.132

朝食の様子 0.354 0.071 0.529 

夕食の様子 0.125 0.102 0.499 

寄与率(%) 27.8 14.7 10.7 

累積寄与率(%) 42.5 53.2 

(c)高学年

第1主成分 第2主成分 第3主成分

平日起床時刻 0.794 0.371 一0.231

朝食時刻 0.717 0.362 一0.388

休日起床時刻 0.706 0.230 0.495 

平日就寝時刻 0.752 一0.592 0.024 

休日就寝時刻 0.747 -0.517 0.039 

平日睡眠時間 -0.178 0.896 一0.200

休日睡眠時間 0.159 0.704 0.528 

寄与率(%) 24.3 17.1 10.7 

累積寄与率(%) 41.4 52.0 



表5.各主成分の因子負荷量が高い項目の平均時刻および分布

(a)幼児
主成分得点

低い 盲ん中 高い

第1主成分
平日就寝時刻(標準偏差(分)) 20:41 (24) 21:13(17) 22:06(21) 

休日就寝時刻(標準偏差(分)) 20:44(28) 21 :30(22) 22:16(28) 

休日起床時刻(標準偏差(分)) 6:36(30) 7:11(31) 7:39(37) 

第2主成分
休日睡眠時間(標準偏差(分)) 9:03(27) 10:15(25) 10:21 (28) 

平日睡眠時間(標準偏差(分)) 8:55(27) 9:31 (26) 10:06(31) 

平日起床時刻(標準偏差(分)) 6:19(26) 6:49(27) 7:16(29) 

休日起床時刻(標準偏差(分)) 6:35(32) 7:08(35) 7:49(36) 

第3主成分

おかわりをよくする(名) 47 23 。
夕食の様子出された分は食べる(名) 7 130 19 

よく残す(名) 。 6 35 

おかわりをよくする(名) 30 6 。
朝食の様子出された分は食べる(名) 24 133 2 

よく残す(名) 。 20 52 

(b)低学年
主成分得点

低い 盲ん中 高い

第1主成分
平日就寝時刻(標準偏差(分)) 20:39(23) 21:12(19) 21 :55(27) 

休日就寝時刻(標準偏差(分)) 20:15(27) 21 :33(24) 22:20(34) 

休日起床時刻(標準偏差(分)) 6:19(32) 6:55(34) 7:48(46) 

平日起床時刻(標準偏差(分)) 6:01(19) 6:28(15) 6:41(16) 

朝食時刻 (標準偏差(分)) 6:31(15) 6:50(12) 7:03(12) 

第2主成分
休日睡眠時間(標準偏差(分)) 8:42(30) 9:25(28) 10:02(28) 

平日睡眠時間(標準偏差(分)) 8:42(23) 9:11 (22) 9:37(25) 

第3主成分

おかわりをよくする(名) 54 53 8 

夕食の様子出された分は食べる(名) 38 210 66 

よく残す(名) 。 13 19 

おかわりをよくする(名) 20 5 。
朝食の様子出された分は食べる(名) 71 230 47 

よく残す(名) 41 46 



(c)高学年
主成分得点

低い 盲ん中 高い

第1主成分

平日起床時刻(標準偏差(分)) 5:57(22) 6:26(16) 6:50(22) 

平日就寝時刻(標準偏差(分)) 21 :01(28) 21 :35(23) 22:15(27) 

休日就寝時刻(標準偏差(分)) 21 :12(32) 21 :56(28) 22:42(33) 

朝食時刻 (標準偏差(分)) 6:29(16) 6:51(13) 7:05(21 ) 

休日起床時刻(標準僅差(分)) 6:14(36) 7:05(38) 8:04(58) 

第2主成分

平日睡眠時間(標準偏差(分)) 8:05(21 ) 8:51(19) 9:25(28) 

休日睡眠時間(標準偏差(分)) 8:24(37) 9:08(36) 10:00(41) 

平日就寝時刻(標準偏差(分)) 22:07(33) 21:35(27) 21:10(31) 

休日就寝時刻(標準偏差(分)) 22:29(39) 21 :54(36) 21 :29(38) 

第3主成分
休日睡眠時間(標準偏差(分)) 8:38(46) 9:05(38) 9:55(45) 

休日起床時刻(標準偏差(分)) 6:32(44) 6:59(45) 8:03(51 ) 



表6.食事の様子と運動習慣の関係(高学年)

(a)運動クラブ参加

高学年
P値

運動クラブ参加 運動クラブ不参加 (Kru skal-Wallis検定)

お代わりをよくする(名) 14 5 

朝食の様子 出した分は食べる(名) 210 158 0.36 

よく残す(名) 30 22 

お代わりをよくする(名) 73 46 

夕食の様子 出した分は食べる(名) 173 133 0.66 

よく残す(名) 10 7 

(b)帰宅後の過ごし方

高学年
P値

外で遊ぶこと 外で遊ぶこと どちらも 室内で遊ぶこと室内で遊ぶこと ( Kruskal-Wallis検定)

が非常に多い が少し多い 同じくらい が少し多い が非常に多い

お代わりをよくする(名) 4 3 3 。 9 

朝食の様子 出した分は食べる(名) 58 63 84 79 84 0.79 

よく残す(名) 11 8 9 9 14 

お代わりをよくする(名) 23 24 22 18 32 

夕食の様子 出した分は食べる(名) 48 48 74 67 68 0.18 

よく残す(名) 2 2 5 7 



(c)休み時間の運動

高学年 P値

休み時間運動する 休み時間運動しない ( Kruskal-Wallis検定)

お代わりをよくする(名) 16 3 

朝食の様子 出した分は食べる(名) 252 103 0.19 

よく残す(名) 32 18 

お代わりをよくする(名) 84 27 

夕食の様子 出した分は食べる(名) 209 90 0.49 

よく残す(名) 9 8 

(d)放課後の運動

高学年 P値

放課後運動する 放課後運動しない ( Kruskal-Wallis検定)

お代わりをよくする(名) 6 13 

朝食の様子 出した分は食べる(名) 140 218 0.92 

よく残す(名) 20 29 

お代わりをよくする(名) 44 70 

夕食の様子 出した分は食べる(名) 114 184 0.38 

よく残す(名) 9 8 



(e)休日の運動

高学年 P値

休日運動する 休日運動しない ( Kruskal-Wallis検定)

お代わりをよくする(名) 13 6 

朝食の様子 出した分は食べる(名) 245 113 0.71 

よく残す(名) 32 18 

お代わりをよくする(名) 83 33 

夕食の様子 出した分は食べる(名) 201 96 0.47 

よく残す(名) 9 8 



表7.保謹者の運動習慣と運動クラブ参加の関係(幼児)

(a)母親

幼児 P値

運動クラブ参加 運動クラブ不参加
(フィッシャーの直接確率検定)

就学前 参加(名) 10 10 

運動クラブ
0.22 

不参加(名) 77 149 

小学校 参加(名) 33 70 

運動クラブ
0.34 

不参加(名) 54 88 

中学校 参加(名) 62 111 

運動クラブ
0.76 

不参加(名) 25 49 

高校 参加(名) 45 72 

運動クラブ
0.38 

不参加(名) 41 83 

大学時 参加(名) 25 18 

運動クラブ
0.00柿

不参加(名) 47 92 

する(名) 16 20 
現在の運動実施 0.24 

しない(名) 71 136 

身体活動量(EX/週) 25.8 33.4 0.37十

(b)父親

幼児 P値

運動クラブ参加 運動クラブ不参加
(フィッシャーの直接確率検定)

就学前 参加(名) 2 3 

運動クラブ
0.60 

不参加(名) 8 23 

小学校 参加(名) 16 

運動クラブ
0.72 

不参加(名) 3 10 

中学校 参加(名) 9 22 

運動クラブ
1.00 

不参加(名) 4 

高校 参加(名) 5 19 

運動クラブ
0.23 

不参加(名) 5 6 

大学時 参加(名) 6 3 

運動クラブ 不参加(名)
0.03* 

4 16 

する(名) 2 8 
現在の運動実施 0.69 

しない(名) 8 18 

身体活動量(EX/週) 23.5 36.5 1.00 t 

t : Mann-WhitneyのU検定本:p < 0.05 林:p < 0.01 



表8保護者の運動習慣と帰宅後の過ごし方の関係(幼児)

(a)母親

幼児
P値

外で遊ぶこと 外で遊ぶこと どちらも 室内で遊ぶこと室内で遊ぶこと ( Mann-WhitneyのU検定)

が非常に多い が少し多い 閉じくらい が少し多い が非常に多い

就学前 参加(名) 4 4 3 3 

運動クラブ
0.01 ** 

不参加(名) 22 17 61 61 64 

小学校 参加(名) 10 8 26 29 29 

運動クラブ
0.45 

不参加(名) 18 13 39 31 40 

中学校 参加(名) 18 16 49 46 44 

運動クラブ
0.38 

不参加(名) 10 5 16 18 25 

高校 参加(名) 11 12 32 26 33 

運動クラブ
0.85 

不参加(名) 17 29 37 32 

大学 参加(名) 3 3 3 12 

運動クラブ
0.20 

不参加(名) 10 30 35 23 

現在の する(名) 4 。 12 10 

運動実施
0.94 

しない(名) 24 19 49 54 58 

身体活動量(EX/週) 35.3 13.4 35.0 28.6 31.9 0.66 t 

(b)父親

幼児
P値

外で遊ぶこと 外で遊ぶこと どちらも 室内で遊ぶこと室内で遊ぶこと (Mann-WhitneyのU検定)

が非常に多い が少し多い 閉じくらい が少し多い が非常に多い

就学前 参加(名) 。 2 2 。
0.18 

運動クラブ 不参加(名) 3 11 

小学校 参加(名) 2 2 6 8 5 
0.52 

運動クラブ 不参加(名) 2 4 

中学校 参加(名) 3 3 11 8 
0.93 

運動クラブ 不参加(名) 。 。 2 2 

高校 参加(名) 2 2 3 
0.52 

運動クラブ 不参加(名) 3 4 2 

大学時 参加(名) 2 。 4 
0.39 

運動クラブ 不参加(名) 5 6 

現在の する(名) 4 4 
0.24 

運動実施 しない(名) 2 2 8 5 

身体活動量(EX/週) 41.5 75.2 52.8 15.9 19.5 0.71 t 

↑: Kruskal-Wallis検定



表9.保護者の運動習慣と運動クラブ参加の関係(低学年)

(a)母親

低学年 P値

運動クラブ参加 運動クラブ不参加
(フィッシャーの直接確率検定)

就学前 参加(名) 18 9 

運動クラブ
0.42 

不参加(名) 238 181 

小学校 参加(名) 106 75 

運動クラブ
0.70 

不参加(名) 151 117 

中学校 参加(名) 180 119 

運動クラブ
0.09 

不参加(名) 77 73 

高校 参加(名) 110 65 

運動クラブ
0.06 

不参加(名) 147 127 

大学時 参加(名) 50 27 

運動クラブ
0.20 

不参加(名) 199 155 

する(名) 57 26 
現在の運動実施 0.02* 

しない(名) 196 164 

身体活動量(EX) 28.1 26.2 0.18十

(b)父親

低学年 P値

運動クラブ参加 運動クラブ不参加
(フィッシャーの直接確率検定)

就学前 参加(名) 19 13 

運動クラブ
1.00 

不参加(名) 180 116 

小学校 参加(名) 139 81 

運動クラブ
0.34 

不参加(名) 63 47 

中学校 参加(名) 167 104 

運動クラブ
0.66 

不参加(名) 34 24 

高校 参加(名) 130 66 

運動クラブ
0.02事

不参加(名) 71 63 

大学時 参加(名) 60 27 

運動クラブ
0.09 

不参加(名) 135 97 

する(名) 80 35 
現在の運動実施 0.02ホ

しない(名) 119 93 

身体活動量(EX) 34.8 32.7 0.25 t 

十:Mann-WhitneyのU検定 *: p < 0.05 



表10.保護者の運動習慣と帰宅後の過ごし方の関係(低学年)

(a)母親

低学年
P値

外で遊ぶこと 外で遊ぶこと どちらも 室内で遊ぶこと室内で遊ぶこと (Mann-WhitneyのU検定)

が非常に多い が少し多い 同じくらい が少し多い が非常に多い

就学前 参加(名) 6 。 4 11 
0.61 

運動クラブ 不参加(名) 73 51 83 95 103 

小学校 参加(名) 30 19 38 44 41 
0.99 

運動クラブ 不参加(名) 47 32 49 68 68 

中学校 参加(名) 61 39 57 67 67 
0.01** 

運動クラブ 不参加(名) 16 12 30 45 42 

高校 参加(名) 36 26 33 40 37 
0.02* 

運動クラブ 不参加(名) 41 25 54 72 72 

大学時 参加(名) 8 11 11 25 15 
0.20 

運動クラブ 不参加(名) 62 33 75 83 80 

現在の する(名) 16 18 19 19 11 
0.00** 

運動実施 しない(名) 60 33 72 95 97 

身体活動量(EX/週) 44.1 26.7 22.9 28.3 17.5 く0.01t 

(b)父親

低学年
P値

外で遊ぶこと 外で遊ぶこと どちらも 室内で遊ぶこと室内で遊ぶこと (Mann-WhitneyのU検定)

が非常に多い が少し多い 閉じくらい が少し多い が非常に多い

就学前 参加(名) 8 5 2 
0.05ホ

運動クラブ 不参加(名) 30 31 51 46 48 

小学校 参加(名) 26 22 38 34 29 
0.40 

運動クラブ 不参加(名) 15 10 16 20 21 

中学校 参加(名) 33 27 47 45 35 
0.18 

運動クラブ 不参加(名) 8 5 9 13 

高校 参加(名) 25 16 38 29 26 
0.27 

運動クラブ 不参加(名) 16 16 18 23 24 

大学時 参加(名) 8 9 18 17 10 
0.99 

運動クラブ 不参加(名) 28 21 38 30 36 

現在の する(名) 24 19 33 21 17 
0.00** 

運動実施 しない(名) 31 21 42 61 57 

身体活動量(EX/週) 40.3 39.2 40.5 33.1 21.0 < 0.01 t 

t : Shirley-Williams~去 本・ p< 0.05 本*・ p< 0.01 



表11.保聾者の運動習慣と運動クラブ参加の関係(高学年)

(a)母親

高学年 P値

運動クラブ参加 運動クラブ不参加
(フィッシャーの直後確率検定)

就学前 参加(名) 13 10 

運動クラブ
1.00 

不参加(名) 237 173 

小学校 参加(名) 99 64 

運動クラブ
0.37 

不参加(名) 150 118 

中学校 参加(名) 184 118 

運動クラブ
0.05本

不参加(名) 65 65 

高校 参加(名) 121 53 

運動クラブ
0.00柿

不参加(名) 129 129 

大学時 参加(名) 56 25 

運動クラブ
0.02* 

不参加(名) 185 151 

する(名) 71 25 
現在の運動実施 0.00柿

しない(名) 178 158 

身体活動量(EX/週) 25.7 30.4 0.54十

(b)父親

高学年 pi直

運動クラブ参加 運動クラブ不参加
(フィッシャーの直接確率検定)

就学前 参加(名) 10 6 

運動クラブ
1.00 

不参加(名) 191 119 

小学校 参加(名) 122 59 

運動クラブ 不参加(名)
0.02* 

80 69 

中学校 参加(名) 171 109 

運動クラブ
1.00 

不参加(名) 31 19 

高校 参加(名) 134 73 

運動クラブ
0.08 

不参加(名) 68 55 

大学時 参加(名) 54 30 

運動クラブ
0.44 

不参加(名) 136 94 

する(名) 80 31 
現在の運動実施 0.00帥

しない(名) 120 97 

身体活動量(EX/週) 33.0 33.9 0.17 t 

十:Mann-WhitneyのU検定



表12.保護者の運動習慣と帰宅後の過ごし方の関係(高学年)

(a)母親

高学年
P値

外で遊ぶこと 外で遊ぶこと どちらも 室内で遊ぶこと室内で遊ぶこと (Mann-WhitneyのU検定)

が非常に多い が少し多い 閉じくらい が少し多い が非常に多い

就学前 参加(名) 3 9 3 
0.39 

運動クラブ 不参加(名) 69 72 86 84 98 

小学校 参加(名) 27 31 37 33 35 
0.36 

運動クラブ 不参加(名) 45 42 57 52 71 

中学校 参加(名) 56 45 68 62 70 

運動クラブ
0.44 

不参加(名) 16 28 26 25 35 

高校 参加(名) 36 31 41 27 38 

運動クラブ
0.03本

不参加(名) 36 41 54 60 67 

大学時 参加(名) 12 16 15 18 20 

運動クラブ
0.91 

不参加(名) 56 53 77 66 83 

現在の する(名) 15 20 27 15 19 

運動実施
0.18 

しない(名) 56 53 68 72 86 

身体活動量(EX/週) 34.1 39.7 21.7 27.6 21.0 < 0.05 t 

(b)父親

高学年
P値

外で遊ぶこと 外で遊ぶこと どちらも 室内で遊ぶこと室内で遊ぶこと (Mann-WhitneyのU検定)

が非常に多い が少し多い 閉じくらい が少し多い が非常に多い

就学前 参加(名) 2 5 2 4 3 

運動クラブ
0.70 

不参加(名) 56 47 66 61 79 

小学校 参加(名) 32 24 41 38 45 

運動クラブ
0.82 

不参加(名) 26 28 27 29 39 

中学校 参加(名) 51 43 60 57 69 

運動クラブ
0.43 

不参加(名) 9 8 10 15 

高校 参加(名) 39 33 43 39 53 

運動クラブ
0.54 

不参加(名) 19 19 25 28 31 

大学時 参加(名) 8 20 22 16 18 

運動クラブ
0.70 

不参加(名) 45 30 45 45 64 

現在の する(名) 26 19 21 22 22 

運動実施
0.03* 

しない(名) 31 33 47 44 62 

身体活動量(EX/週) 47.8 44.5 29.7 26.1 25.6 0.31 t t 

t : Shirley-Williams~:去 すす:Kruskal-Wallis検定 *:pく0.05 料 :pく0.01



表13.保護者の運動習慣と休み時間の運動実施の関係(高学年)

(a)母親

高学年 P値

休み時間運動する 休み時間運動しない
(フィッシャーの直接確率検定)

就学前 参加(名) 14 6 

運動クラブ
0.81 

不参加(名) 280 112 

小学校 参加(名) 112 41 

運動クラブ
0.74 

不参加(名) 180 75 

中学校 参加(名) 208 76 

運動クラブ
0.16 

不参加(名) 84 42 

高校 参加(名) 130 39 

運動クラブ
0.04ホ

不参加(名) 162 79 

大学時 参加(名) 52 23 

運動クラブ
1.00 

不参加(名) 214 92 

する(名) 66 25 
現在の運動実施 0.80 

しない(名) 231 95 

身体活動量(EX/週) 27.1 29.5 0.48t 

(b)父親

高学年 pi直

休み時間運動する 休み時間運動しない
(フィッシャーの直接確率検定)

就学前 参加(名) 9 4 

運動クラブ 不参加(名)

1.00 
158 64 

小学校 参加(名) 94 34 

運動クラブ 不参加(名)

0.39 
75 34 

中学校 参加(名) 149 57 

運動クラブ 不参加(名)

0.60 
20 11 

高校 参加(名) 109 44 

運動クラブ 不参加(名)

0.70 
60 24 

大学時 参加(名) 46 18 

運動クラブ 不参加(名)

0.78 
102 49 

現在の運動実施
する(名) 81 27 

0.24 
しない(名) 142 66 

身体活動量(EX/週) 34.3 31.6 0.87十

十:Mann-WhitneyのU検定 *: p < 0.05 



表14.保護者の運動習慣と放課後の運動実施の関係(高学年)

(a)母親

高学年 P値

放課後運動する 放課後運動しない
(フィッシャーの直接確率検定)

就学前 参加(名) 12 9 

運動クラブ
0.07 

不参加(名) 153 246 

小学校 参加(名) 68 90 

運動クラブ
0.22 

不参加(名) 96 164 

中学校 参加(名) 123 168 

運動クラブ
0.08 

不参加(名) 41 87 

高校 参加(名) 81 91 

運動クラブ
0.01** 

不参加(名) 83 164 

大学時 参加(名) 35 44 

運動クラブ
0.25 

不参加(名) 120 205 

する(名) 42 49 
現在の運動実施 0.15 

しない(名) 122 206 

身体活動量(EX/週) 26.1 30.9 0.97 t 

(b)父親

高学年 P値

放課後運動する 放課後運動しない
(フィッシャーの直接確率検定)

就学前 参加(名) 10 6 

運動クラブ
1.00 

不参加(名) 151 159 

小学校 参加(名) 88 93 

運動クラブ
0.82 

不参加(名) 75 74 

中学校 参加(名) 140 140 

運動クラブ
0.27 

不参加(名) 23 27 

高校 参加(名) 106 101 

運動クラブ
0.64 

不参加(名) 57 66 

大学時 参加(名) 51 33 

運動クラブ
0.60 

不参加(名) 104 126 

する(名) 77 34 
現在の運動実施 0.34 

しない(名) 85 132 

身体活動量(EX/遇) 33.0 34.4 0.02 t* 

t : Mann-WhitneyのU検定 本:p< 0.05 **:p < 0.01 



表15.保護者の運動習慣と休日の運動実施の関係(高学年)

(a)母親

高学年 P値

休日運動する 休日運動しない (フィッシャーの直簸確率検定)

就学前 参加(名) 16 5 

運動クラブ
0.48 

不参加(名) 270 130 

小学校 参加(名) 113 45 

運動クラブ
0.20 

不参加(名) 171 90 

中学校 参加(名) 207 83 

運動クラブ
0.02事

不参加(名) 78 52 

高校 参加(名) 133 39 

運動クラブ
0.01** 

不参加(名) 152 96 

大学時 参加(名) 57 22 

運動クラブ
0.42 

不参加(名) 217 110 

する(名) 69 22 
現在の運動実施 0.08 

しない(名) 216 113 

身体活動量(EX/週) 26.7 30.3 0.44 t 

(b)父親

高学年 p{直

休日運動する 休日運動しない (フィッシャーの直接確率検定)

就学前 参加(名) 11 5 

運動クラブ
1.00 

不参加(名) 209 93 

小学校 参加(名) 124 52 

運動クラブ
0.55 

不参加(名) 98 48 

中学校 参加(名) 189 85 

運動クラブ
1.00 

不参加(名) 33 15 

高校 参加(名) 139 63 

運動クラブ
1.00 

不参加(名) 83 37 

大学時 参加(名) 65 18 

運動クラブ
0.02* 

不参加(名) 143 80 

する(名) 84 24 
現在の運動実施 0.02* 

しない(名) 136 77 

身体活動量(EX/週) 35.3 30.5 0.54 t 

十:Mann-WhitneyのU検定 *:pく0.05 料 :pく0.01
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